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中
国
に
は
甘
い
期
待
を
抱
く
な 

 
 

 
 

 
 

日
本
と
中
国
は
、
１
９
７
２
年
に
国
交
回
復
し
た
。
40
年
間
、
両
国 

 
 

 
 

 
 

 
 

を
と
り
ま
く
状
況
は
、
大
き
く
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
を
総
括 

 
 

 
 

 
 

 
 

す
る
と
と
も
に
、
今
後
、
大
国
と
な
っ
た
中
国
と
ど
う
向
き
合
っ
て
い 

 
 

 
 

 
 

 
 

く
べ
き
か
。

 

「
過
去

40
年
、
両
国
関
係

は
大
い
に
発
展
し
た
」
と
い

う
の
が
、
直
近
（
昨
年

12
月

25
日
）
の
中
国
指
導
部
の
対

日
認
識
で
あ
る
。 

 

こ
れ
に
対
し
、
米
中
関
係

は
「
オ
バ
マ
大
統
領
就
任
以

来
、
総
じ
て
安
定
的
発
展
を

維
持
し
て
い
る
」（
本
年

６
月

19
日
）
、
中
露
関
係
は
「
近
年
、

積
極
的
、
健
全
、
か
つ
安
定

的
な
発
展
の
趨
勢
を
継
続
し

て
い
る
」（
同
６
月

５
日
）
と

な
っ
て
い
る
。 

 

近
年
で
は
な
く

40
年
と
い

う
長
い
ス
パ
ン
で
し
か
良
好

さ
を
表
現
で
き
な
い
の
が
、

日
中
関
係
の
現
状
な
の
か
も

知
れ
な
い
。 

 

１
９
７
２
年
、
米
中
関
係

改
善
を
受
け
て
日
中
両
国
は

正
常
化
を
果
た
し
た
が
、
当

初
は
文
革
で
疲
弊
し
き
っ
た

中
国
の
経
済
発
展
を
日
本
が

援
助
す
る
と
い
う
構
図
が
あ

っ
た
。 

 

し
か
し
、
90
年
代
以
降
は
、

双
方
に
お
け
る
対
照
的
な
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
よ
り
、
新

た
な
構
図
が
描
か
れ
て
い
く
。 

 

こ
の
時
期
の
日
本
経
済
は

バ
ブ
ル
崩
壊
か
ら
の
復
活
が

課
題
だ
っ
た
。
し
か
し
、
55
年

体
制
の
崩
壊
と
そ
れ
に
伴
う

政
治
的
混
乱
な
ど
を
背
景
に
、

政
府
は
有
効
な
景
気
対
策
を

と
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

「
失
わ
れ
た

20
年
」
の
間
、

G

D

P

年

間

成

長
率
は
マ

イ
ナ
ス

６
・

３

%
（

09
年
）

か
ら
４

%
（

10
年
）
と
低
迷

を
続
け
、
２
０
１
０
年
に
は

名

目

G

D

P

総

額
で
中
国

に
逆
転
さ
れ
る
。
政
治
も
混

迷
状
態
か
ら
脱
せ
ず
に
い
る
。 

 

 

こ
の
間
、

14
名
の
首
相
が

生
ま
れ
て
は
消
え
、
小
泉
首

相
退
陣
以
降
は
首
相
交
代
が

年
中
行
事
化
し
て
い
る
。 

 

外
交
・
安
全
保
障
に
責
任

を
負
う
外
務
大
臣
と
防
衛
庁

長
官
・
防
衛
大
臣
に
至
っ
て

は
、
そ
れ
ぞ
れ

17
名
と

23
名

だ
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
は

政
策
の
一
貫
性
な
ど
望
む
べ

く
も
な
い
。 

 

「

６
・
４
」
天
安
門
事
件

に
よ
る
経
済
制
裁
と
い
う
特

異
性
は
あ
っ
た
が
、
低
迷
期

か
ら
の
出
発
で
あ
っ
た
点
は

中
国
も
日
本
と
同
様
だ
っ
た
。

し
か
し
、
中
国
で
は

92
年
の

鄧
小
平
氏
（
故
人
）
に
よ
る

「
南
巡
講
話
」
以
降
、
市
場

経
済
化
が
急
速
に
進
み
、
長

期
高
度
成
長
期
を
迎
え
る
。 

 

20

年
間
の

G

D

P

年
間

成
長
率
は
７
・
６

%
（

99
年
）

か
ら

14
・
２

%
（

92
年
、
07

年
）
と
い
う
高
い
水
準
に
あ

り
、
人
々
の
暮
ら
し
は
大
幅

に
改
善
さ
れ
た
。 

 

政
治
的
に
も
総
じ
て
安
定

し
て
い
る
。
そ
の
第
一
の
特

徴
は
高
い
政
策
執
行
能
力
で

あ
る
。
党
の
全
国
代
表
大
会

は
、
文
革
時
代
と
異
な
り
、
82

年
以
降
は
党
規
約
ど
お
り
５

年
ご
と
に
開
催
さ
れ
て
い
る
。 

 

そ
し
て
、
関
連
す
る
党
政

機
関
は
、
指
導
部
が
そ
こ
で

示
し
た
中
期
計
画
を
あ
ら
ゆ

る
手
段
を
講
じ
て
実
現
し
よ

う
と
し
、
か
な
り
の
程
度
実

現
さ
せ
て
き
た
。 

 

第
二
に
、
政
策
の
継
続
性

で
あ
る
。
こ
の
間
に
総
書
記

を
務
め
た
の
は
わ
ず
か
二
人

で
、
し
か
も
二
人
目
の
胡
錦

濤
現
総
書
記
は
、
前
任
の
江

沢
民
時
代
に

10
年
間
の
帝
王

教
育
を
受
け
て
い
る
。 

 

急
速
に
大
国
化
し
た
中
国

と
の
間
で
、
如
何
に
し
て
良

好
な
関
係
を
構
築
し
て
い
く

の
か
。
昨
年

12
月
の
訪
中
時
、

野
田
首
相
が
表
明
し
た
「
６

つ
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」
は
、

そ
の
よ
う
な
課
題
に
答
え
よ

う
と
す
る
も
の
だ
っ
た
。 

 

そ
こ
で
は
、
経
済
面
で
の

「
互
恵
的
経
済
関
係
の
グ
レ

ー
ド
ア
ッ
プ
」
が
あ
げ
ら
れ

て
い
る
。 

 

日
中
間
に
は
レ
ア
ア
ー
ス

の
輸
出
制
限
や
知
的
財
産
保

護
な
ど
の
問
題
が
存
在
す
る

も
の
の
、「
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」

で
言
及
さ
れ
て
い
る
金
融
、

省
エ
ネ
・
環
境
と
い
っ
た
分

野
で
の
協
力
強
化
は
比
較
的

順
調
に
進
む
だ
ろ
う
。 

 

「
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」
で

は
政
治
的
課
題
に
も
言
及
さ

れ
て
い
る
。 

 

例
え
ば
、「
政
治
的
相
互
信

頼
増
進
の
た
め
の
首
脳
に
よ

る
定
期
的
相
互
訪
問
」
や
「
東



第 1968 号                        週間 世界と日本                平成２４年７月２３日（月曜日） 

シ
ナ
海
を
『
平
和
・
協
力
・

友
好
の
海
』
と
す
る
た
め
の

協
力
の
推
進
」
な
ど
だ
。
し

か
し
、
こ
う
し
た
政
治
目
標

の
実
現
は
容
易
で
は
な
い
。

前

者

に

つ

い

て

の

根

拠

は

「
前
科
」
の
存
在
だ
。 

 

98
年
の
江
沢
民
国
家
主
席

来
日
時
、
両
国
は
「
毎
年
い

ず
れ
か
一
方
の
国
の
指
導
者

が
相
手
国
を
訪
問
す
る
」
こ

と
で
合
意
し
た
が
、
そ
の
後
、

小
泉
首
相
に
よ
る
靖
国
神
社

参
拝
問
題
を
め
ぐ
る
対
立
で
、

国
家
指
導
者
間
の
約
束
事
で

す
ら
空
手
形
と
化
し
た
。 

 

ま
た
、
後
者
に
つ
い
て
は
、

資
源
開
発
問
題
で
過
去
４
年
、

成
果
ら
し
い
成
果
を
あ
げ
て

い
な
い
の
が
一
つ
の
証
左
だ
。 

 

そ
れ
は
、
中
国
側
の
消
極

姿
勢
に
原
因
が
あ
る
が
、
こ

う
し
た
一
種
の
「
引
き
伸
ば

し
戦
略
」
は
あ
る
意
味
当
然

で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
天
然

ガ
ス
が
既
に
生
産
段
階
に
あ

る
と
さ
れ
る
中
国
に
と
っ
て
、

安
易
に
譲
歩
す
る
必
要
性
や

メ
リ
ッ
ト
は
な
い
か
ら
で
あ

る
。 

 

総
じ
て
、「
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ

ブ
」
に
見
ら
れ
る
政
治
的
理

念
そ
の
も
の
は
良
し
と
す
る

も
の
の
、
政
策
効
果
的
に
は
、

中
国
側
の
一
方
的
行
動
と
そ

れ
に
よ
る
関
係
悪
化
防
止
程

度
の
意
義
し
か
な
い
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。 

 

今
後
の
日
中
関
係
は
現
状

の
単
な
る
延
長
で
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
。
現
状
を
踏
ま
え

た
上
で
、
新
た
な
関
係
を
構

築
す
る
必
要
性
が
あ
る
が
、

そ
の
前
提
と
し
て
以
下
を
述

べ
て
お
き
た
い
。 

 

第
一
に
、
中
国
は
引
き
続

き
、
自
ら
を
「
最
大
の
途
上

国
」
と
位
置
付
け
、
ま
ず
は

自
国
の
経
済
発
展
（

12
～

15

年

の

年

平
均

G

D

P

成
長

目
標
値
は
７

%
）
を
貪
欲
に

追
い
続
け
る
に
違
い
な
い
と

の
点
だ
。 

 

そ
し
て
、
「
核
心
的
利
益
」

（
国
家
主
権
、
国
家
の
安
全
、

領
土
保
全
、
国
家
統
一
、
憲

法
で
確
立
さ
れ
た
政
治
制
度

と
社
会
の
大
局
的
安
定
、
経

済
社
会
の
持
続
可
能
な
発
展

の
た
め
の
基
本
的
保
障
措
置
）

の
維
持
と
拡
大
が
阻
止
さ
れ

る
と
認
識
し
た
と
き
に
は
、

よ
り
強
硬
な
姿
勢
を
示
す
だ

ろ
う
。 

 

南
シ
ナ
海
の
環
礁
の
領
有

権
を
め
ぐ
っ
て
対
峙
状
況
に

あ
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
念
頭
に
、

外
交
部
副
部
長
が
「
小
国
」

と
の
表
現
を
用
い
つ
つ
、「
意

の
ま
ま
に
大
国
を
侵
害
し
た

り
、
挑
発
し
た
り
し
て
は
な

ら
な
い
」
と
警
告
を
発
し
た

の
が
そ
の
例
で
あ
る
。 

 

第
二
に
、
日
本
の
政
治
（
政

党
、
政
治
家
）
に
は
多
く
を

期
待
し
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。 

 

私
は
こ
れ
ま
で
、
政
府
は

大
局
的
視
野
に
立
っ
て
、
対

中
関
係
の
改
善
と
発
展
に
主

体
的
か
つ
積
極
的
に
取
り
組

む
べ
き
だ
と
、
こ
と
あ
る
ご

と
に
主
張
し
て
き
た
。 

 

し
か
し
、
こ
こ
数
年
の
実

践
を
振
り
返
る
と
、
そ
れ
は

過
大
な
期
待
で
あ
っ
た
と
結

論
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
短
期

的
な
将
来
見
通
し
す
ら
描
け

な
い
政
治
状
況
が
継
続
し
、

彼
我
の
国
力
、
国
際
的
影
響

力
格
差
は
当
面
拡
大
し
続
け

る
だ
ろ
う
。 

 

そ
れ
で
は
、
中
国
と
の
間

で
真
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

を
構
築
し
、
共
に
手
を
携
え

て
国
際
社
会
に
貢
献
す
る
た

め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
日
本

を
押
し
出
し
て
い
っ
た
ら
い

い
の
だ
ろ
う
か
。 

 

ま
ず
は
、
官
民
一
体
と
な

っ
て
、
省
エ
ネ
や
環
境
保
護

な
ど
中
国
が
必
要
と
す
る
分

野
で
の
技
術
力
を
高
め
、
日

中
の
経
済
運
命
共
同
体
化
を

一
層
図
る
こ
と
が
必
要
だ
ろ

う
。 

 

次
に
、
二
国
間
関
係
中
心

の
視
点
か
ら
、
多
国
間
関
係

の
枠
組
み
を
利
用
し
た
関
係

構
築
の
視
点
へ
大
き
く
舵
を

切
る
こ
と
だ
。 

 

そ
こ
で
、
奇
貨
と
す
べ
き

は
、「
雇
用
と
機
会
の
創
出
と

い
う
最
優
先
課
題
の
達
成
に

決
定
的
に
重
要
で
あ
る
」
と

経
済
的
利
益
追
求
の
必
要
性

に
も
言
及
し
つ
つ
（
オ
バ
マ

大
統
領
）
、
米
国
が
安
全
保
障

の
軸
足
を
ア
ジ
ア
太
平
洋
地

域
に
移
し
た
こ
と
で
あ
る
。 

 

そ
の
後
、
米
国
は
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
と
の
間

で
、
安
全
保
障
面
で
の
関
係

強
化
策
を
打
ち
出
し
て
い
る
。 

 

わ
が
国
と
し
て
は
、
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
や
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
な
ど
既

成
の
枠
組
み
に
加
え
、
こ
の

新
た
な
枠
組
み
を
利
用
す
る

こ
と
が
重
要
だ
。 

 

も
ち
ろ
ん
、「
冷
戦
思
考
の

ま
ま
『
リ
ー
ダ
ー
』
や
『
仲

裁
者
』
気
取
り
で
主
導
権
を

振
り
か
ざ
し
、
他
国
の
核
心

的
利
益
を
侵
す
よ
う
な
『
放

火
』
や
『
火
遊
び
』
を
す
る

こ
と
は
、
地
域
に
と
っ
て
マ

イ
ナ
ス
だ
」
と
対
米
警
戒
心

を
強
め
る
中
国
で
あ
る
。 

 

政
治
指
導
か
ら
完
全
に
解

き
放
さ
れ
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
不
可
能
だ
が
、
実
務
を
担

当
す
る
外
務
・
防
衛
当
局
な

ど
わ
が
国
の
優
秀
な
官
僚
と

官
僚
機
構
に
は
、
国
益
を
確

保
し
つ
つ
、
細
心
の
注
意
を
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以
っ
て
、
既
存
の
国
際
秩
序

へ
の
中
国
の
取
り
込
み
を
推

し
進
め
て
欲
し
い
。 

 

さ
ら
に
、「
日
本
力
」
を
磨

き
、
そ
の
発
信
に
努
め
る
こ

と
が
必
要
だ
。 

 

英

Ｂ

Ｂ

Ｃ

放

送

が

11

年

12

月

か

ら

12

年

２

月

に
か

け
て
、
世
界

22
カ
国
で
実
施

し
た
世
論
調
査
（
評
価
項
目

は
対
外
政
策
、
伝
統
文
化
、

国
民
の
態
度
、
経
済
）
に
よ

る
と
、「
世
界
に
良
い
影
響
を

与
え
て
い
る
」
国
の
ト
ッ
プ

は
日
本
（

58

%
。
「
悪
い
影

響
を
与
え
て
い
る
」
は

21

%
）

で
あ
っ
た
。
以
下
、
ド
イ
ツ

（

56

%
、

16

%
）
、
カ
ナ
ダ

（

53

%
、
14

%
）
、
英
国
（

51

%
、
20

%
）
、
中
国
（

50

%
、

31

%
）
と
続
く
。 

 

不
幸
に
し
て
、
東
日
本
大

震
災
と
原
発
事
故
と
い
う
未

曽
有
の
天
災
と
人
災
に
見
舞

わ
れ
た
日
本
で
あ
る
。 

 

し
か
し
、
今
回
の
調
査
結

果
は
、
危
機
に
お
い
て
見
せ

た
日
本
人
の
団
結
力
、
忍
耐

力
、
秩
序
正
し
さ
と
い
っ
た

ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
の
結
晶
体
で

あ
る
「
日
本
力
」
が
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
国
際
社
会
に
受

け
入
れ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る

も
の
と
判
断
し
て
い
い
の
で

は
な
い
か
。 

 

も
っ
と
も
、
本
調
査
に
よ

る
と
、
中
国
（
と
韓
国
の
二

カ
国
）
に
お
け
る
日
本
の
評

価
は
、
「
世
界
に
悪
い
影
響
」

が
「
世
界
に
良
い
影
響
」
を

上
回
っ
て
い
る
。 

 

総
合
国
力
の
主
要
な
構
成

要
素
と
し
て
、
我
々
日
本
人

が
誇
っ
て
し
か
る
べ
き
こ
の

無
形
の
力
が
、
当
の
中
国
で

は
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
な
い

と
い
う
厳
し
い
現
実
が
あ
る

の
だ
。 

 

し
か
し
、
我
々
は
、
萎
え

る
必
要
は
な
い
。
逆
境
は
チ

ャ
ン
ス
で
も
あ
る
。
な
ぜ
な

ら
、
中
国
に
関
し
て
は
、
こ

う
し
た
状
況
を
逆
転
す
る
た

め
に
な
す
べ
き
こ
と
が
ま
だ

多
く
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る

か
ら
だ
。
た
と
え
二
泊
三
日

の
中
国
旅
行
で
も
、
市
井
の

日
本
人
の
立
ち
振
る
舞
い
が

「
日
本
軍
国
主
義
」
の
ス
テ

レ
オ
タ
イ
プ
に
風
穴
を
あ
け

る
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。 

 

我
々
は
、
自
身
の
「
売
り
」

を
明
確
に
意
識
し
つ
つ
、
多

様
、
多
元
的
か
つ
頻
繁
な
草

の
根
交
流
を
地
道
に
展
開
す

べ
き
で
あ
る
。 

 

間
も
な
く
誕
生
す
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
習
近
平
指
導

部
は
、
自
ら
も
そ
の
構
成
員

で
あ
る
現
指
導
部
が
敷
い
た

路
線
に
忠
実
に
従
う
こ
と
で
、

安
定
的
な
ス
タ
ー
ト
を
期
す

で
あ
ろ
う
。

10
年
前
、
新
た

に
誕
生
し
た
胡
錦
濤
総
書
記

に
対
し
、
日
本
の
世
論
は
、

江
沢
民
氏
と
異
な
る
「
ソ
フ

ト
な
イ
メ
ー
ジ
」
を
理
由
に
、

対
日
関
係
改
善
の
期
待
を
か

け
た
が
、
そ
れ
は
根
拠
の
な

い
も
の
だ
っ
た
。 

 

中
国
は
中
国
の
論
理
で
動

く
。
我
々
は
甘
い
期
待
を
抱

く
こ
と
な
く
、
大
国
中
国
と

向
か
い
合
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。 

 


